
 
 
 
 
 
 
 

第1420回例会17年11月14日(月) 
於 海南商工会議所 ４F    12:30～ 

 

１．開会点鐘          会長 塩崎博司 

２．ロータリーソング      「我等の生業」 
３．ビジター紹介 

       海南ＲＣ  重根 豊様 
４．出席報告  

会員総数 68 名 出席者数 45 名 出席免除会員 2名 

  出席率 68.18％ 前回修正出席率 83.33％ 

５．会長スピーチ         会長 塩崎博司 

 皆さん今日は。本日のビジ

ターは海南ＲＣ重根 豊さ

んです。 
後程、米山雑誌広報ＩＴ、

ＷＣＳの委員長報告があり

ますが、今月は財団月間です

ので、財団について少しお話

しします。 

ロータリー財団は 1917 年

米国ジョージア州アトランタで開催された国際大会

に於いて、６人目のＲＩ会長で財団の父といわれる、

アーチ クランフが「全世界的な規模で慈善・教育・

その他社会奉仕の分野でより良きことをするために

基金を作ろう」と提案したことに始まり、1928 年の

国際大会でロータリー財団と名付けられました。 

その使命は 2000 年２月に新しく改訂され、地域レ

ベル、全国レベル、国際レベルの人道的、教育的、文

化交流プログラムを通じて、ロータリーの綱領と、ロ

ータリーの使命を遂行し、かつ世界理解と平和を達成

しようとする国際ロータリーの努力を支援すること

と決定されました。 

ロータリアンは、ロータリークラブを通じて人頭分

担金を国際ロータリーに支払いますが、ロータリー財

団は任意の寄付で支えられています。 

◆寄付金の３年シェアーシステム 

 寄付金は地区でまとめられ、財団に出資します。財

団はこれを３年間運用し、管理、プログラム運営、寄

付増進費用とします。その結果、寄付金は一銭残らず

３年後にプログラムに使うことが出来ます。即ち

（2003 年～2004）年度の寄付は（2006 年～2007 年）

に 60％が地区に還元され、地区財団活動資金として

地区で活用されます。ＤＤＦ。残り 40％は国際財団

活用資金（ＷＦ）財団がマッチング・グラント、ＧＳ

Ｅなどに効果的に活用しています。 

６．幹事報告 

○例会臨時変更 

 和歌山城南ＲＣ 
11 月 24 日（木）→11 月 24 日（木） 

18:30～     あおい茶寮 
  会員忘年例会 

 和歌山北ＲＣ 
  12 月 5 日（月）→12 月 3 日（土） 

11:00～   和歌山東急イン 
○住所変更のお知らせ 

 11 月 7 日より、 
 打田ＲＣ 和歌山県紀の川市打田 1113－2 
    井畑寛子方 

（市町村合併のため） 
 ３クラブ合同例会の出欠よろしく。 
 
７．委員会報告 
○国際奉仕委員会        深谷政男委員長 
世界大会の参加よろしくお願いします。 
９７回目を迎える今年度の国際大会は、初めての北

欧開催となり、それも２カ国共同で開催される始めて

の大会となります。是非、ご参加ください。 

 
８．会員卓話 
○米山記念奨学委員会      田村健治委員長 

開催日：2005 年 9 月 18 日（日） 
会場：和歌山ＹＭＣＡ会館 
【１】2006 年改正までの経過 
１．財政の推移 
 全国的には、年間 20 億円に達

していた寄付金も、1996 年をピ

ークに下降を続けている。（特に

普通寄付金以外に任意で行う特

別寄付金の減少によるため） 
厳しい資金状況にありながらも、社会からの強い要
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請や期待に答えるため、特別積立金を不足分に充てな

がら、年間 1,000 人規模の採用を維持してきたが、

2005 年度からは採用数・奨学金額の縮減を断行した。 
 第 2640 地区では、前年度まで全国中３位だったが

４位に下降し平均２万円を切った。 
（全国平均：13,975 円） 
２．新表彰制度 
 
 2003 年 7 月から改定され、特別寄付金の累計が 10
万円に達すると、第１回米山功労者表彰となる（従来

は累計 30 万円）。それ以上は、20 万～90 万円で米山

功労者マルチプル、100 万円以上で米山功労者メジャ

ードナーになる。 
３．奨学生の採用数と対象 
 全体では 1,000 名から 800 名に縮減。2005 年 4 月

から奨学金額も大学生で月額12万円→14万円に縮減

している。 
 対象を短大、高専へも拡大し、採用は外国の現地で

も可能にした（ベトナムで２名等）。 
【２】本年度の目標 
１．普通寄付金の５億円達成。 
２．新会員に事業の理解を深める広報。 
３．功労者になるのはゴールではなく一里塚である。 
４．クラブ創立周年事業の１つとして米山奨学事業も

考える。 
 
８．次回例会 

第 1421 回例会 平成１７年１１月２１日（月） 
12：30～ 海南商工会議所４F 

 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 
 
新垣 勝君  先月内孫が産まれました。３人目です。 
岩井克次君  今日はＩＴ委員会報告寺下君にやっ

てもらいます。 
金川龍一君  ご指名により入れさせて。 
塩崎博司君  神社の境内で山鳥の見事な姿を見ま

した。 
上南雅延君  地区委員長会議の報告をします。 
柳生享男君  11 月 9 日初めて堺中ロータリークラ

ブへメーキャップに行ってきました。 
上中嗣郎君  深谷さんの船で釣りに行って来まし

た。ありがとうございました。 
岡田先生、大変お世話になりました。 

木地義和君  深谷さんの船で釣りに行って来まし

た。ありがとうございました。 
深谷政男君  昨日上中さん、木地さんと釣りに行き

ましたが、酒ばかり飲んでいました。 
山畑弥生君  岡田先生ありがとうございました。 
新垣 勝君  新品会の残金です。 
吉田昌生君  ロータリーの友 11 月号の「卓話の泉」

に載せて頂きました。10 月和歌山県

文化奨励賞を頂きました。 
 

海南ＲＣ 重根 豊様 
       今日はお世話になります。 
海南ＲＣ、海南西ＲＣ、３クラブ合同、会長幹事打ち

合わせ会議でニコニコへ協力して下さいました。 
 
 
 
 
 
 
災害救助のベテラン、急遽パキスタンへ転進 
 
アメリカ、フロリダ州、サラトガ サンライズクラ

ブのスリランカ生まれのアリ・タヒリ会員が、インド

ネシアのバンダアチェへ行く途中に、航空便の乗継地、

ドバイ国際空港でパキスタンのカシミールで震度 7.6
の地震があったのを知りました。“震度と震源地を聞

いて、大変な事になると思いました。私は現地の事情

を知っており、人口密度を考えて、被害の大きさが想

像出来ました”とタヒリ会員の言葉。其処で、2004 年

12 月のインドネシアの津波被害者救援センター設営

の原案を変更して、多数の負傷者を救済する為に、急

遽医薬品と器材をパキスタンへ送る事に決めました。

搬送していた値段が米貨 10 万＄の抗生物質と縫合薬

や其の他の外科用医薬品を、パキスタン南部のハイデ

ラバドの医者と頒け合い、現地の 24 時間態勢の診療

所や病院での救援活動を行いました。タヒリ会員は 7
年前にロータリアンになりました。ロータリーが恵ま

れない人達を支援するボランテイア活動の機会を与

えている事と、小額か、殆ど無料に近い経費での行動

にひかれました。“私はかって有名な国際慈善団体で

ボランテイア活動を行いましたが、資金の誤って使用

や、無駄に費やしているので、ロータリーに入り、自

分で活動する事にしました。何か必要な時には、偉大

な組織があり、頼りになる組織と、人々が居ります”
と語りました。タヒリ会員が今迄に関係したプロジェ

クトはケニヤの病院への救急車寄贈、パキスタンとス

リランカの眼科治療ですが、最近は天災救助のボラン

テイアを行っております。この 51 歳のロータリアン

は、米国南部を襲ったハリケーン・カタリーナの再建

支援にも参加しました。過去数年間に、タヒリ会員は

アジアの津波、フロリダのハリケーン チャーリー、

イランのバムの地震被害の支援プロジェクトに参加

しました。タヒリ会員は、災害地支援の追跡活動が非

常に重要であると考え、罹災地がメデイアから見離さ

れ、人道支援団体が去った後の罹災地支援が大事です

と、語り、“例えば、インドネシアとスリランカでは、

私のクラブは現地の再建プロジェクトへの支援を 5
年間継続する事を約束しました”現地の多くの関係者

は、我々の再訪問に驚いておりますが、我々は自分に

対する約束のように、それを実行しております。貴方

が自分自身を騙せないように、約束を放置しておく事

は出来ません“と語りました。 
 
 

会報委員会 委員長 山野 明 副委員長 上野山雅也  嶌村佳郎 吉田昌生 山東剛一 柳生享男 


